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9月の当番医

〔平成２３年７月３１日現在〕

山都町の人口

編 集 後 記

和
光
教
室
書
道
部
の
矢
津
田
誠
子
さ
ん
（
入
佐
）
作

9月  4日

9月11日

9月18日

9月25日

矢部広域病院

瀬 戸 病 院

蘇 陽 病 院

高田整形外科

男
女
計
世帯

８，６３９人
９，２５１人
１７，８９０人
６，７６４戸

（－  ４）
（－１０）
（－１４）
（＋１５）

※（　）は前月比
※最高齢は１０５歳〔女性１人〕
※１月１日～７月３１日の出生届数
　６１人（うち７月は８人）
※１月１日～７月３１日の死亡届数
　１６３人（うち７月は２１人）

▼
清
和
短
歌
会

息
を
吐
き
ふ
る
え
る
指
先
ボ
タ
ン
押
す
父
の
柩
は
炉
に
お
さ

ま
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

渡
邊
　
民
生

唐
突
に
訪
ね
来
り
し
教
え
子
の
節
榑
し
手
に
涙
に
じ
み
む
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　 

山
本
　
フ
サ

道
問
え
ば
耳
に
手
を
あ
て
顔
寄
す
る
翁
と
の
意
志
通
じ
が
た

か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

米
田
　   

定

▼
馬
見
原
酔
山
会

万
緑
や
今
鉄
橋
に
阿
蘇
ボ
ー
イ
　 

　
　
　
　
　 

高
田
　
眞
司

蜩
や
洗
い
晒
し
の
シ
ャ
ツ
た
た
む
　
　
　
　
　  

畑
野
フ
ミ
ヨ

か
な
か
な
の
声
す
る
中
の
夕
餉
か
な
　
　
　
　  

高
田
ゆ
か
り

▼
や
ま
な
み
の
会

窓
と
い
ふ
窓
明
け
放
ち
バ
ン
ガ
ロ
ー
　
　
　
　  

今
村
　
芳
子

癒
ゆ
る
こ
と
ひ
た
す
ら
信
じ
青
葉
径
　
　
　
　  

赤
沢
扶
光
子

貸
ボ
ー
ト
岸
に
引
き
上
げ
出
水
川
　
　
　
　
　  

岩
崎
　
延
枝

百
ま
で
は
生
き
る
と
言
い
し
歌
友
は
逝
く
生
き
甲
斐
の
歌
を

詠
み
つ
つ
黄
泉
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

山
下
　
弘
子

大
津
波
に
耐
へ
し
海
辺
の
一
本
松
陸
前
高
田
の
市
民
の
支
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

古
閑
比
奈
子

来
年
は
生
れ
て
八
十
八
年
と
生
か
さ
れ
神
仏
（
か
み
）
に
感

謝
あ
る
の
み
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　  

荒
木
由
紀
子

▼
通
潤
句
会

鬼
灯
に
妻
の
童
心
あ
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　  

菅
　
清
次
郎

精
霊
流
し
結
界
の
水
明
か
り
　
　
　
　
　
　
　  

菊
池
　
成
河 　

40
回
目
を
迎
え
る
熊
本
県
人
権
教
育
研
究
大

会
が
、
11
年
ぶ
り
に
上
益
城
郡
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
人
権
・
同
和
教
育
が
広
く
根
づ
い
て
き
て
い

る
今
、
人
権
尊
重
の
意
識
は
高
ま
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
県
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
発
言
等
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
、

大
会
テ
ー
マ
で
あ
る
「
部
落
差
別
の
現
実
か
ら

深
く
学
び
　
人
間
を
尊
敬
し
、
人
と
結
び
、
豊

か
な
関
係
に
高
め
う
る
教
育
の
営
み
」
が
あ
ら

た
め
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
潜
在
的

な
差
別
意
識
が
引
き
起
こ
す
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
課
題
と
し
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
同
じ
こ
と
が
繰
り
返

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
大
会
で
は
、「
子
ど
も
や
親
の
く
ら
し
に
深

く
か
か
わ
り
な
が
ら
教
育
内
容
を
創
り
出
し
、

差
別
に
立
ち
向
か
う
子
ど
も
を
育
て
る
」、「
住

民
相
互
の
主
体
的
学
習
の
展
開
を
保
障
し
、
部

落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ
な
い

思
想
を
全
県
民
の
も
の
に
す
る
」
と
い
っ
た
目

的
の
も
と
、
数
多
く
の
事
実
や
実
践
の
報
告
も

行
わ
れ
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
主
体

的
な
立
場
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
も
積
極
的

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権
78

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

○主な内容（予定）

１０月１５日（土）午後１時～午後４時４５分

【全体会】開会行事・地元特別報告・

　　　　 記念講演

　　　　 会場：益城町総合体育館

１０月１６日（日）午前９時～午後４時

【分科会】 ① 就学前からの学びと育ち

　　　　 ② 人権が生きる学校・授業づくり

　　　　 ③ 共に生きる文化をつくる

　　　　 ④ 進路・学力を保障する教育と態勢

　　　　 ⑤ 自主活動と子どもの自立

　　　　 ⑥ 地域からの学びと啓発

　　　　 ⑦ 人権が根づくまちづくり

　　　　 ⑧ 特別部会

　　　　 会場：郡内の小中学校など１８会場

　　　　　　　（山都町では、矢部中学校が　

　　　　　　    分科会の会場になっています）

●大会テーマ  部落差別の現実から深く学び
　　　　　　　　　 人間を尊敬し、人と結び、
　　　　　　　　　　　　  豊かな関係に高めうる教育の営みへ

●地元テーマ  心をむすぼう　思いをつなごう
　　　　　　　　 笑顔が　命が　かがやく未来を　上益城から

大会要録の表紙絵

○どなたでも参加できますが、参加券が必要になります。事前

に教育委員会までお申し込みいただければ、参加券をお渡し

します。

○お問い合わせ先　山都町教育委員会　生涯学習課
　　　　　　　　　電話：７２－０４４３

部落差別をはじめあらゆる差別をなくす

第40回熊本県人権教育研究大会
10月15日（土）：益城町総合体育館
　　16日（日）：郡内の小中学校等

（電話72-1121）

（電話75-0111）

（電話83-1122）

（電話72-1007）

訂
正
と
お
詫
び

　広
報
や
ま
と
８
月
号
（
７
月
27
日
発
行
）
に
お
い
て
、

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

（
27
ペ
ー
ジ
）

「
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
」
内

（
誤
）「
尾
野
尻

　佐
藤
幸

　様
」↓（
正
）「
尾
野
尻

　佐
藤

章

　様
」

　清和文楽館では今、清和文楽を

鑑賞される方に解説本を配布してい

ます。解説本は「日高川入相花王」

など７冊あり、ストーリーをマンガで

わかりやすく解説してあります。

　今年も絵本カーニバル
は大盛況でした。ボラン
ティアで支える方々の努力
には頭が下がります。今
回の図書館だより特別版
は、町内在住のある方に
お願いして作っていただき
ました。会場の雰囲気が
表現された誌面で、担当Ｆ
も感動しました。正直、く
やしいです。Ｋさん、本当
にお世話になりました。
（Ｆ）

清和文楽がよりわかりやすく清和文楽がよりわかりやすく


